
































木材生産等便益 千円

　木材生産確保・増進便益
　　森林整備による増進分
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Ｙ： 評価期間

Ｖt主： 人工林　主伐量　 ｔ 年後における伐採材積（m3）
出典：人工林林分密度管理図（（一社）日本森林技術協会）、
　　　　森林整備センター収穫予測表（(国研)森林研究・整備機構）等

＠： 人工林　主伐材　木材市場価格（円／ｍ3）

i： 社会的割引率（0.04）
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千円

2103 0.0434 46,092.48 198,612

年度 社会的割引率 事業効果材積 効果額 効果額 現在価値化

2103 0.0434 198,612 8,620
合計 8,620

出典：「山林素地及び山元立木価格調（(一財)日本不動産研究所）」（2022年3月末現在）：宮崎県

スギ 広葉樹等

合計

広葉樹等
スギ 4,309

8,620
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スギ 0.00 ～ 46,092.48
広葉樹等 0.00 ～ 0.00




